
あ
い
ち
通
信 

 

第
四
十
二
号 

平
成
二
十
五
年
二
月 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

事
務
局 

０
５
２ 

・ 

７
６
３ 

・ 

４
５
８
８ 

 

報
告
・
天
皇
陛
下
の
お
誕
生
日
を
奉
祝
す
る
集
い
・
『
谷
田
川 

惣
先
生
、
記
念
講
演
会

』 

以
前
大
阪
で
谷
田
川
先
生
の
講
演
を
聴
い
た
時
に
、
今
度
は
是
非
と
も
愛
知
に
来
て
講
演
を

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
、
実
現
し
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
講
演
「
皇
統
は
万
世

一
系
で
あ
る
」
を
企
画
し
て
頂
い
た
関
係
者
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
講
演
の
内
容
は

大
き
く
四
つ
に
分
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私
の
独
断
で
タ
イ
ト
ル
を
付
け
る
と
す
れ
ば 

「
一
」
実
は
日
本
は
理
想
の
国
。
「
二
」
皇
位
と
皇
統
の
違
い
か
ら
の
万
世
一
系
と
は
。
「
三
」

保
守
思
想
が
な
ぜ
伝
統
を
大
切
に
す
る
の
か
。｢

四
」
以
上
を
踏
ま
え
て
皇
統
を
五
百

年
後
も
維
持
す
る
に
は
。
と
い
う
具
合
で
、
順
番
に
感
想
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
一
」
社
会
契
約
論
で
有
名
な
ル
ソ
ー
が
「
君
民 

一
体
が
理
想
だ
が
実
際
に
は
存
在
し
な
い
の
で
仕 

方
な
く
民
主
主
義
を
採
っ
て
い
る
」
と
言
っ
て
い 

る
が
、
実
は
世
界
で
唯
一
日
本
が
君
民
一
体
の
国 

だ
と
い
う
こ
と
を
谷
田
川
先
生
は
説
明
さ
れ
て
い 

ま
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
時
、
日
本
は
素
晴
ら
し 

い
国
だ
と
思
う
反
面
、
一
般
の
日
本
人
に
は
当
た 

り
前
過
ぎ
て
実
感
出
来
て
い
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

灯
台
下
暗
し
で
す
。 

「
二
」
今
上
天
皇
は
第
百
二
十
五
代
で
あ
り
ま
す 

が
、
こ
れ
は
皇
位
を
示
し
て
い
て
世
代
で
い
え
ば 

七
十
二
世
で
、
こ
れ
を
皇
統
と
い
い
、
途
中
で
天 

皇
に
な
ら
れ
な
い
方
が
い
て
も
父
子
で
繋
が
っ
て 

い
て
遡
る
と
神
武
天
皇
に
行
き
着
く
と
い
う
の
が 

万
世
一
系
。
女
性
天
皇
は
父
子
一
系
の
み
で
生
涯 

独
身
か
、
未
亡
人
と
決
ま
っ
て
い
た
の
で
中
継
ぎ 

で
あ
る
こ
と
が
自
明
で
、
一
系
の
皇
統
で
あ
る
こ
と
が
、
震
災
、
災
害
の
復
興
が
早
め
ら
れ
た

要
因
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
聞
き
、
二
千
年
以
上
も
父
子
で
受
継
い
で
来
た
こ
と
の
困

難
さ
を
思
う
と
安
易
に
女
系
天
皇
な
ど
は
考
え
て
は
い
け
な
い
な
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

「
三
」
歴
史
上
、
人
間
の
理
性
（
理
屈
）
だ
け
で
世
の
中
を
作
ろ
う
と
す
る
と
必
ず
失
敗
し
て

い
て
、
無
理
が
あ
る
も
の
な
の
で
恐
怖
政
治
に
向
か
い
易
い
。
一
代
で
考
え
た
も
の
（
理
性
）

は
不
安
定
で
、
長
い
時
間
を
掛
け
て
伝
統
と
な
っ
た
も
の
が
世
の
中
を
安
定
さ
せ
る
。
秩
序
は

伝
統
が
作
っ
て
い
て
、
日
本
の
伝
統
の
中
心
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
天
皇
で
あ
り
、
伝
統
を
中

心
に
も
の
を
考
え
る
の
が
保
守
思
想
で
あ
る
と
い
う
説
明
を
聞
き
、
改
め
て
伝
統
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
心
に
天
皇
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
日
本
の
世
の
中
は
安
定
し
て

い
る
事
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
保
守
思
想
は
単
に
政
治
思
想
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

も
っ
と
広
い
意
味
合
い
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。 

「
四
」
以
上
、
「
三
」
ま
で
の
説
明
を
踏
ま
え
て
五
百
年
後
の
子
孫
に
も
日
本
を
伝
え
て
い
く
、

つ
ま
り
皇
統
が
続
い
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
と
い
う
答
え
の
一
つ
が
旧
宮
家
の

復
活
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
継
体
天
皇
の
先
例
が
あ
り
、
皇

位
の
系
統
が
離
れ
て
い
る
た
め
即
位
か
ら
二
十
年
間
は
都
の
あ
る
大
和
に
入
る
こ
と
が
出
来
な

い
程
、
皇
位
の
継
承
に
違
和
感
を
持
つ
人
が
多
か
っ
た
が
、
八
十
年
後
に
は
違
和
感
も
な
く
な

り
安
定
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
父
子
一
系
の
原
理
原
則
を
守
る
の
が
重
要
で
あ
り
、
旧
宮
家
は

今
上
天
皇
の
系
統
か
ら
六
百
年
以
上
も
離
れ
て
は
い
る
が
、
お
四
方
の
内
親
王
を
嫁
が
せ
て
い

る
明
治
天
皇
の
御
意
志
も
汲
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
説
明
を
聞
き
、
ま
ず
は
原
理
原
則
に

従
っ
て
出
来
る
こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
皇
統
を
維
持
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
し
た
。
日
本
と
い
う
世
界
が
理
想
と
す
る
国
で
伝
統
の
中
心
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
天

皇
が
二
千
年
以
上
も
父
子
一
系
で
受
継
い
で
き
た
困
難
を
思
う
と
我
々
現
代
人
は
ま
だ
ま
だ
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
事
を
知
ら
な
い
日
本
人
が
多
い
の
で
、

谷
田
川
先
生
の
講
演
を
通
じ
て
も
っ
と
多
く
の
日
本
人
に
皇
統
を
維
持
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
っ
て
欲
し
い
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責 

・ 

高
橋 

基
氏
） 

ご

案

内

・

愛

知

竹

田

研

究

会 

―
「
古
事
記
編
纂
千
三
百
年
を
迎
え
て 

『
日
本
を
学
ぶ
勉
強
会
』、
『
古
事
記
』
連
続
講
座
」
― 

●
日 

時
・
二
月
二
十
四
日
（
日
）
午
後
二
時
半
開
場
・
三
時
開
会
～
五
時
閉
会 

●
会 

場
・
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
・
十
一
階 

電
話
０
５
２
・
９
５
３
・
５
１
１
１
。 

●
会 

費
・
二
千
円
、
学
生(

社
会
人
学
生
は
除
く)(

学
生
証
提
示
必
要)

は
無
料
、
非
会
員
三
千
円

〈
た
だ
し
、
当
日
、
会
員
登
録
さ
れ
れ
ば
、
二
千
円
〉 

●
懇
親
会
・
四
千
五
百
円
（
希
望
者
の
み
、
竹
田
恒
泰
先
生
と
の
懇
談
会
）
（
午
後
六
時
開
始
） 

※
講
座
受
講
、
懇
親
会
参
加
に
つ
き
、
必
ず
、
事
前
に
Ｔ
Ｅ
Ｌ
で
の
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

申
込
先
・
愛
知
竹
田
研
究
会
・
０
９
０
・
６
４
６
６
・
１
５
９
２
（
服
部
） 

 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

毎
月
の
第
一
日
曜
で
す
。 

次
回
は
二
月
三
日
午
前
八
時
開
始
の
九
時
終
了
で
す
。
三
月
三 

日
、
四
月
七
日
と
引
き
続
き
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
軍
手
は
必 

ず
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
小
雨
な
ら
社
屋
の
木
枠
拭
き
掃
除 

し
ま
す
の
で
雑
巾
を
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
に
な
り
ま
す 

が
、
疑
わ
し
い
天
気
の
場
合
に
は
、
現
場
責
任
者
の
服
部
宛
、 

お
電
話
下
さ
い
〈
０
９
０
・
６
４
６
６
・
１
５
９
２
〉
。 

是
非
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
い
つ
も
ご
購
読
下
さ
り
、
誠
に
あ
り 

 
 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
引
き
続
き
ご
購
読
下
さ
い
。 

 

年
年明け１月６日、１８名が参加。 

清々しい思いで、奉仕できました。 

 

100 名結集。H24.12.23 於:名古屋市都市センター 


